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「明るく豊かな低炭素社会」とは？
地球温暖化の緩和に向けた取組によって二酸化炭素

（CO2）を中心とした温室効果ガス（GHG）排出量を削
減し、

安全・安心な生活が維持でき、エネルギーが安定的に
確保され、

経済活動が拡大して生活の豊かさが増し、若者に将
来への展望が開け、高齢者が生きがいを持って暮ら
すことができる活力ある社会

低炭素社会実現のためのシナリオ研究
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2050年に向かう道筋の提示



効果、
普及性

成果
反映

明るく豊かな低炭素社会

低炭素社会戦略センターの取組の概要

技術開発
導入・普及効果

反映

経済・社会研究
の実証成果

反映

経済、
社会制度

研究開発
目標

研究機関 大学企業
自治体 国等

定量的経済・社会
シナリオ

定量的技術シナリオ

各種科学・技術の
研究開発

社会実証実験
既存技術システム

低炭素社会システム
構築

・技術構造化
・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞDB

・限定合理性の分析
・普及制度の設計

プラチナ構想
ネットワーク
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2030年までの科学技術
に基づく、持続可能で
明るく豊かな社会が実現

2050年までに
実現しておくべきこと

■エネルギー効率向上
■再⽣可能エネルギー利⽤増⼤
■資源リサイクルシステムの構築

低炭素社会実現のための社会シナリオ研究

2020年までの科学技術
に基づく社会が実現

2050年

2030年

2030年
の社会

2020年
の社会

現在の
社会

2050年
の社会

明るく豊かな
低炭素社会

・エネルギー源・量・効率・コスト
・社会構造（⽇々のくらし重点）

技術進歩
定量化
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『エネルギー・経済統計要覧 2015年』の部門別CO2排出データより作成

「日々のくらし」と「ものづくり」からの
CO2 排出量 （2013FY）

1.24Gt
-CO2

ものづくり
42％

日々のくらし
58％
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構造化された
低炭素技術の知識

・社
会
・経
済
シ
ナ
リ
オ

・技
術
開
発
戦
略

原理解明・新原理提案
材料設計・物性制御
微細構造設計

物質合成・製造プロセス

性能指標の評価
製品のシステム設計
製品・形状設計

定量的技術シナリオの構築と活用

定量的技術シナリオの比較
（コスト展望の例）

科学・技術ロードマップ

比較軸（時間、生産規模等）

指
標

（
コ

ス
ト

・
性

能
等

）

比較軸（時間、コスト等）

構
造

化
さ

れ
た

知
識

低炭素技術設計・評価プラットフォーム

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

設備
運転条件

工場
建設

プロセス設計

設計・評価システム

人員

原材料
・用役

製造
機器

技術水準・設計条件

定量的技術シナリオ

コスト、環境負荷
等の指標

基盤
データベース
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ツールを用いたプロセス作成・評価の流れ

技術検討と概念設計

製造等プロセスの
大まかな設計

物質・熱収支計算と
機器の選定

機器仕様決定、
コスト等

データベース
(DB)

計算

入出力

製造コスト、
環境負荷

操作モジュール
DB

機器 DB
原材料・用役

DB

31

2

セット1

コ
ス
ト
・重
量
等

最終計算結果

・製造コスト
・固定費
・変動費

・CO2排出量

M.B, H.B
機器表

機器一覧表
仕様、コスト、重量等

定量的評価

2

3

操作
機器 x㎥

y kg
z kW

・
・
・
・

・
・
・
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1 太陽光発電システムのコスト構造と技術シナリオ（Si、化合系）

2 燃料電池システムのコスト構造と技術シナリオ（SOFC）

3 蓄電池のコスト構造と技術シナリオ（Liイオン、Li空気）

4 木質バイオマス燃料のコスト低減（林業素材生産コスト）

5 バイオマス廃棄物のメタン発酵

6 地熱発電（200℃以下、280℃）

7 CCS（二酸化炭素回収貯留）の概要と展望

8 低炭素排出水素の経済性とCO2排出量

9 中水力発電のコスト低減

10 藻類バイオマスからの燃料油コスト試算

LCS技術シナリオ
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今後の明るい低炭素社会の経済構造
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低炭素産業の振興

将来例
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1985年
2.5億ｔ-C 2005年

3.4億ｔ-C

将来例
2.1億ｔ-C

（2005年比 40％減）

不動産

金融
商業
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※四角の面積が
CO2総排出量を表す

医療・教育・サービス農林水産

既存産業の低炭素化
0
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